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 子孫を残す場合  
「違う相手」と 












花粉側因子    F-box 
 













































夏 秋～冬 春 
休眠（分化停止） 花芽分化 萌芽・開花 
Ｑ．休眠から覚めるには？？ しかし、地球温暖化の影響により… 
Ａ．冬の低温が必要 
低温不足 ⇒ 春に開花・結実不良 
栽培地の南限北上 
例：リンゴ 1200時間、カキ 100時間 
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休眠深度とPmDAM6は同調的 
複数の環境要因が存在するとされている 
【休眠の研究の難しさ】 
季節変化が関与＝複数要因、年周期での実験 
 
【今後の展望】 
候補遺伝子の機能解明、全ゲノムワイド解析 
温度条件を複数設定をし、遺伝解析 
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同定 
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複雑 !!! 
遺
伝
子
発
現 
PmDAM6 
組換え体 
成長抑制 
72 57 
25 
秋の 
低温で上昇 
する遺伝子 
冬の 
低温で低下 
する遺伝子 
秋に増加 
冬に減少 
